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厚生労働行政推進調査事業費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
総合研究報告書 
 

肝炎ウイルス感染者の偏見や差別による被害防止への効果的な手法の確立に関する研究 
 

研究代表者 八橋 弘 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター 副院長 
 

研究要旨 
本研究班では、肝炎患者等が不当な差別を受けることなく社会において安心して暮ら
せる環境づくりを目指して、そのための具体的・効果的な手法の確立を目指した研究を
行う。また、肝炎に関する教育の現状と課題を把握し、普及啓発方法等について検討し
た上で、教材を作成し、その効果を検証する研究を実施する。3年間の研究期間内に下
記の内容について明らかにした。 
1. 肝疾患患者からの相談事例の解析 
肝疾患患者のアンケート調査結果から、肝炎に感染していることでの差別偏見の頻度
は16.3％である。B型肝炎＞C型肝炎、女性＞男性、若年者＞高齢者、と前者において
有意に高頻度である。 
偏見差別に寄与する因子を解析すると①年齢、②病気の経過年と性別、③病態と治療
経験数と病態などの因子が抽出された。 
偏見差別の事例内容の解析からは、C型肝炎患者では、感染に関する差別偏見の頻度
が有意に高く、一方、B型肝炎患者では、社会、家族、結婚、交際、学校、仕事のカテ
ゴリーに属する偏見差別の頻度が有意に高い。 
2. ウイルス肝炎の感染経路及びウイルス肝炎の感染性についての理解度に関するアン
ケート調査 
B型肝炎は、血液を介して感染し空気感染しないということに対する理解度について
は、国家資格を有する者、医療従事者として患者に直接かかわる職種では、概ね正しく
理解されていると考えられた。E型肝炎という疾患そのものが一般的には知られていな
い、正しく理解されていないと考えられた。C型肝炎が食事を介して感染するか否か、
針刺し事故での感染確率、蚊を介して感染が成立するかに関する理解は、医師以外の職
種では、概ねC型肝炎の感染確率を過大評価していると考えられた。医学部学生、看護
学生ともに高学年になるとともに正解率が上昇したことから、これらの感染症に関する
正しい知識を学習することで、偏見差別に対する認識が変化することが期待された。 
3. 肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差別を考える公開シンポジウム 
肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差別を考える公開シンポジウムを全国8か所で
おこない、直接対話をすることで、有意義な情報収集と意見交換をおこなうことができ
た。 
 

研究分担者 
四柳  宏 東京大学医科学研究所・先

端医療研究センター感染症
分野・教授 

磯田 広史 佐賀大学医学部附属病院・
肝疾患センター・助教 

是永 匡紹 国立国際医療研究センター・

免疫研究センター・肝炎情
報センター・肝疾患研修室
長 

米澤 敦子 東京肝臓友の会・事務局長 
中島 康之 東京肝臓友の会／全国B型

肝炎訴訟大阪弁護団・恒久
対策班事務局長 
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梁井 朱美 東京肝臓友の会／全国B型
肝炎訴訟九州原告団 

及川 綾子 東京肝臓友の会／薬害肝炎
全国原告団・薬害肝炎東京
原告団代表 

浅井 文和 国立国際医療研究センター・
肝炎情報センター・客員研
究員 

研究協力者 
山﨑 一美 独立行政法人国立病院機構

長崎医療センター 肝臓内
科、臨床研究センター 

 
A．研究目的 
本研究班では、肝炎患者等が不当な差別
を受けることなく社会において安心して暮
らせる環境づくりを目指して、そのための
具体的・効果的な手法の確立を目指した研
究を行う。また、肝炎に関する教育の現状と
課題を把握し、普及啓発方法等について検
討した上で、教材を作成し、その効果を検証
する研究を実施する。3 年間の研究期間内
に下記の内容について明らかにすることと
した。 
先行研究において実施した34施設の国立
病院機構病院に通院加療中の肝炎患者約
6,331名に対して行ったアンケート調査お
よび東京肝臓友の会に寄せられた肝疾患患
者からの相談事例を解析することで、社会
における肝疾患患者への偏見、差別の実態
を明らかにする。 
看護学生、医学部学生及び病院職員を対
象としたウイルス肝炎の感染経路及びウイ
ルス肝炎の感染性についての理解度に関し
て明らかにする。 
また、肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏
見差別を考える公開シンポジウムについて
も2年間で、福岡、札幌、大阪、東京、那覇、
広島、仙台、佐賀で開催し、その内容につい
ても報告する。 
また肝がん・重度肝硬変治療研究促進事
業の対象となるＢ型肝炎ウイルス又はＣ型
肝炎ウイルスによる肝がん又は重度肝硬変
の患者の実態について明らかにする為に、
患者アンケート調査結果の再分析をおこな

ったが、その解析結果は別紙の報告書にま
とめた。 
なお、厚生労働行政推進調査事業費補助
金（肝炎等克服政策研究事業）『肝炎ウイル
ス感染者の偏見や差別による被害防止への
効果的な手法の確立に関する研究』班（研究
代表者：八橋弘）と厚生労働行政推進調査事
業費補助金（肝炎等克服政策研究事業）『肝
炎ウイルスの新たな感染防止・残された課
題・今後の対策』研究班（研究代表者：四柳
宏）とは相互に密に連絡し合い、連携して研
究事業を推進している。 
 
B．研究方法 
1. 肝疾患患者からの相談事例の解析 
先行研究において実施した34施設の国立
病院機構病院に通院加療中の肝炎患者約
6,331名に対して行ったアンケート調査お
よび東京肝臓友の会に寄せられた肝疾患患
者からの相談事例を解析することで、社会
における肝疾患患者への偏見、差別の実態
を明らかにする。 
 
2. ウイルス肝炎の感染経路及びウイルス
肝炎の感染性についての理解度に関するア
ンケート調査 
ウイルス肝炎の感染経路及びウイルス肝
炎の感染性についての理解度に関するアン
ケート調査を実施する。11問題、22項目に
ついて問題集を作成し、解答後は直ちに正
しい答えを理解できるように封印した解答
集を問題集と合わせて配布することで、正
しい知識、適切な対応を自己学習できるよ
うにした。2018年8月2日の倫理審査委員会
の承認後に下記の研究協力施設に問題集と
解説書を送付した。29の国立病院機構病院
と国立国際医療センター病院、26の肝疾患
診療連携拠点病院に所属する病院職員や肝
炎コーディネーター、19の国立病院機構付
属看護学校と看護大学校、看護大学、医学部
学生合わせて29808名を対象にアンケート
用紙を配布した。2020年2月7日の時点で
20347名（回収率68.3％）から回収でき、
20347名分のアンケート調査の中間解析を
おこなった。 
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3. 肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウム 
肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウムを2018年度
は、6月に福岡で、8月に札幌で、10月に大
阪で、12月に東京で、2019年度は、5月に
沖縄で、6月に広島で、8月に仙台で、2020
年2月に佐賀で開催した。 
 
C．研究結果 
1. 肝疾患患者からの相談事例の解析 
肝疾患患者約6,331人から回収したアン
ケート調査を用いて偏見差別に関して解析
をおこなった。肝炎に感染していることで、
差別を受けるなど嫌な思いをしたことがあ
ると回答した頻度は有効回答数4,789人中
782人（16.3％）であった。その頻度は、B
型肝炎＞C型肝炎（22.1％＞14.5％）、女性
＞男性（20％＞12.2％）、であり、また若年
者＞高齢者では前者において有意に高頻度
であった。C型肝炎患者とB型肝炎患者をそ
れぞれ区分して、男女別、年齢層別に偏見差
別の頻度を検討したが、高齢者よりも若年
者で、男性よりも女性で、有意に高頻度であ
った。データマイニング解析（決定木法）で
偏見差別に寄与する因子を解析した結果、
重みのある順番に表記すると、①年齢、②病
気の経過年と性別、③病態と治療経験数と

病態などの因子が抽出された。 
偏見差別を受けた544件の事例内容につ
いて、7のカテゴリー（病院関係、感染、日
常生活、社会、家族・結婚・交際、学校・仕
事関係、家族以外の人間関係）に分類して、
B型肝炎患者とC型肝炎患者で、各カテゴリ
ー別にその出現頻度を比較検討した。その
結果、C型肝炎患者では、感染に関する差別
偏見の頻度が有意に高く、一方、B型肝炎患
者では、社会、家族、結婚、交際、学校、仕
事のカテゴリーに属する偏見差別の頻度が
有意に高い結果を示した。 
 
2. ウイルス肝炎の感染経路及びウイルス
肝炎の感染性についての理解度に関するア
ンケート調査 
20347名分のアンケート調査の中で年齢
層が明記されていたのは20086名で、うち
18歳から22歳は5292名、23歳から30歳は 
5713名、31歳から40歳は4148名、41歳以
上は4933名であった（図1）。 
職種が明記されていたのは20084名で、
看護学生3567名、看護師9001名、医師
1145名、薬剤師502名、検査技師604名、
放射線技師371名、事務職員1459名、その
他1400名、医学部学生2027名、大学院生8
名であった（図1）。 
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看護学生の学年の内訳は、1学年1248名、
2学年1087名、3学年967名、4学年以上259
名であった。 
また、医学部学生の学年の内訳は、1学年

413名、2学年287名、3学年502名、4学年
353名、5学年281名、6学年以上181名であ
った（図2）。 

B型肝炎が咳をすることで感染するか否
かの設問に対する正解率を算出すると、看
護師94.0％、医師93.8％、薬剤師96.4％、
検査技師97.5％、放射線技師93.5％、事務
職員76.1％、看護学校1年53.0％、看護学校

2年70.0％、看護学校3年84.0％、看護学校
4年以上80.5％、医学部1年48.7％、医学部
2年68.3％、医学部3年85.5％、医学部4年
92.4％、医学部5年92.5％、医学部6年以上
96.3％、研修医88.2％であった（図3）。 
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B型肝炎が食事を通じて感染する疾患で
あるかに関する設問に対する正解率を算出
すると、看護師85.0％、医師89.7％、薬剤
師91.6％、検査技師93.5％、放射線技師
80.6％、事務職員61.2％、看護学校1年
46.7％、看護学校2年58.8％、看護学校3年

74.1％、看護学校4年以上80.9％、医学部1
年32.9％、医学部2年60.6％、医学部3年
71.1％、医学部4年85.6％、医学部5年
91.5％、医学部6年以上94.1％、研修医
97.1％であった（図4）。 

 
E型肝炎が食事を通じて感染する疾患で
あるかに関する設問に対する正解率を算出
すると、看護師30.3％、医師84.8％、薬剤
師60.4％、検査技師67.1％、放射線技師
21.8％、事務職員15.3％、看護学校1年
20.1％、看護学校2年17.6％、看護学校3年

25.2％、看護学校4年以上27.1％、医学部1
年12.5％、医学部2年28.9％、医学部3年
49.0％、医学部4年71.1％、医学部5年
86.1％、医学部6年以上96.8％、研修医
85.3％であった（図5）。 

次の病気は、食事を通じて感染する可能性が、
あるか・ないか、をお答えください。「B型肝炎」

正解：「ない」

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

図４

85.0%
89.7% 91.6% 93.5%

80.6%

61.2%

46.7%

58.8%

74.1%
80.9%

32.9%

60.6%

71.1%

85.6%
91.5% 94.1% 97.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

次の病気は、食事を通じて感染する可能性が、
あるか・ないか、をお答えください。「E型肝炎」

正解：「ある」

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

図５

30.3%

84.8%

60.4%
67.1%

21.8%
15.3%

20.1% 17.6%

25.2% 27.1%

12.5%

28.9%

49.0%

71.1%

86.1%

96.8%

85.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%



－6－ 

C型肝炎患者と鍋料理を共にすることで
感染する確率に関する設問に対する正解率
を算出すると、看護師62.8％、医師90.5％、
薬剤師79.9％、検査技師76.7％、放射線技
師68.5％、事務職員42.5％、看護学校1年
22.5％、看護学校2年34.9％、看護学校3年

45.9％、看護学校4年以上52.7％、医学部1
年22.7％、医学部2年51.2％、医学部3年
63.1％、医学部4年77.3％、医学部5年
89.0％、医学部6年以上97.9％、研修医
94.1％であった（図6）。 

 

C型肝炎の針刺し事故による感染確率に
関する設問に対する正解率を算出すると、
看護師25.0％、医師73.8％、薬剤師34.7％、
検査技師48.2％、放射線技師27.0％、事務
職員12.4％、看護学校1年5.6％、看護学校

2年5.4％、看護学校3年6.9％、看護学校4
年以上5.7％、医学部1年3.5％、医学部2年
8.0％、医学部3年28.7％、医学部4年
48.7％、医学部5年60.9％、医学部6年以上
75.9％、研修医70.6％であった（図7）。 

C 型肝炎の患者さんと一緒に鍋料理を食べることになりました。
食事をすることで、あなたが感染する確率はどれくらいであるか、
1 つ選んでください。1. 0% / 2. 2%前後 / 3. 20%前後 / 4. 80%以上 / 5. わからない

正解：「0％」

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

図６
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C 型肝炎の患者さんの採血をした針を誤って､自分に刺してしまいました｡
針刺しであなたが感染する確率はどれくらいであるか、

1 つ選んでください。 1. 0% / 2. 2%前後 / 3. 20%前後 / 4. 80%以上 / 5. わからない
正解：「2％前後」

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

図７
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C型肝炎が蚊を媒体として感染する感染
確率に関する設問に対する正解率を算出す
ると、看護師29.4％、医師63.1％、薬剤師
38.6％、検査技師48.0％、放射線技師
31.5％、事務職員20.9％、看護学校1年
9.6％、看護学校2年10.5％、看護学校3年

10.2％、看護学校4年以上13.7％、医学部1
年10.4％、医学部2年17.4％、医学部3年
25.1％、医学部4年41.4％、医学部5年
45.6％、医学部6年以上59.4％、研修医
50.0％であった（図8）。 

 
B型肝炎ワクチンが、生後6ヶ月迄に全員
受けることとされている予防接種か否かに
関する設問に対する正解率を算出すると、
看護師26.8％、医師37.2％、薬剤師41.8％、
検査技師24.2％、放射線技師22.4％、事務
職員23.3％、看護学校1年15.9％、看護学校

2年18.5％、看護学校3年20.8％、看護学校
4年以上16.4％、医学部1年15.8％、医学部
2年18.1％、医学部3年24.5％、医学部4年
26.3％、医学部5年33.8％、医学部6年以上
51.3％、研修医44.1％であった（図9）。 

 

C 型肝炎の患者さんを刺した蚊が、次にあなたを刺しました。
あなたが C 型肝炎に感染する確率はどれくらいであるか、

1 つ選んでください。 1. 0%/ 2. 2%前後 / 3. 20%前後 / 4. 80%以上 / 5. わからない
正解：「0％」

正
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率

医学部生・研修医看護学生

図８
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医学部生・研修医看護学生

生後6ヶ月迄に全員受けることとされている予防接種
1．ヒトパピローマウイルス（子宮頸がんワクチン） 2．麻疹ワクチン

3．インフルエンザワクチン 4．B型肝炎ワクチン 5．わからない
正解：「B型肝炎ワクチン」
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介護施設におけるＢ型肝炎ウイルス感染
者の介護に関する設問に対する正解率を算
出すると、看護師91.7％、医師96.7％、薬
剤師96.0％、検査技師95.4％、放射線技師
92.5％、事務職員67.3％、看護学校1年
66.2％、看護学校2年77.6％、看護学校3年

79.7％、看護学校4年以上81.7％、医学部1
年54.8％、医学部2年69.0％、医学部3年
82.9％、医学部4年91.8％、医学部5年
94.3％、医学部6年以上97.9％、研修医
100％であった（図10）。 

 

B型肝炎ワクチン接種および抗体に関す
る設問に対する正解率を算出すると、看護
師68.3％、医師87.3％、薬剤師77.7％、検
査技師92.9％、放射線技師69.5％、事務職
員42.8％、看護学校1年70.6％、看護学校2

年72.6％、看護学校3年63.3％、看護学校4
年以上69.1％、医学部1年58.4％、医学部2
年70.7％、医学部3年79.7％、医学部4年
90.1％、医学部5年89.7％、医学部6年以上
95.7％、研修医97.1％であった（図11）。 

 

介護施設におけるB型肝炎ウイルス感染者の介護について、
正しいものを1つ選んでください。

1. B 型肝炎患者の入る部屋は他の入居者と別にする必要がある。
2. 入浴介助によって感染する可能性がある。/ 3. 食事の介助によって感染する可能性がある。
4. 介護施設の職員は B 型肝炎ワクチンを接種することが望ましい。5. わからない
正解：「4」
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医学部生・研修医看護学生

図10
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医学部生・研修医看護学生

正しいものを1つ選んでください。
1.医師・看護師は全員B型肝炎ワクチンの接種を受けることが重要である。
2. HBs抗体陽性の場合、血液中には感染性のあるウイルスがいると考えられる。
3. B型肝炎ワクチンの接種によって陽性になるのはHBc抗体である。
4. B型肝炎ワクチンを接種しても免疫を獲得できないのは高齢者より青年に多い。
5.わからない。
正解：「1」

図11
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B型慢性肝炎患者の感染経路の可能性に
関する設問に対する正解率（正解2つのうち
の1つである選択肢１を選択）を算出すると、
看護師60.2％、医師76.1％、薬剤師65.3％、
検査技師68.2％、放射線技師55.5％、事務
職員51.3％、看護学校1年34.6％、看護学校

2年32.6％、看護学校3年32.2％、看護学校
4年以上32.1％、医学部1年21.7％、医学部
2年33.1％、医学部3年42.8％、医学部4年
39.7％、医学部5年49.1％、医学部6年以上
52.9％、研修医50.0％であった（図12）。 

 
B型慢性肝炎患者の感染経路の可能性に
関する設問に対する正解率（正解2つのうち
の1つである選択肢２を選択）を算出すると、
看護師72.8％、医師70.6％、薬剤師74.1％、
検査技師78.8％、放射線技師71.7％、事務
職員65.8％、看護学校1年56.4％、看護学校

2年65.5％、看護学校3年68.4％、看護学校
4年以上66.0％、医学部1年45.9％、医学部
2年58.2％、医学部3年58.0％、医学部4年
64.3％、医学部5年65.1％、医学部6年以上
63.1％、研修医67.6％であった（図13）。 

 

B 型慢性肝炎と診断された 52 歳男性が来院されました。あなたは、この患者さん
の感染経路をどう考えますか。可能性が高いと思われるものを選んでください。

(複数回答可) 1. 母子感染 2. 集団予防接種(3 歳迄)での注射針の連続使用
3. 覚醒剤の回し打ち 4. 性交渉 5. わからない 「母子感染」

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

図12
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B 型慢性肝炎と診断された 52 歳男性が来院されました。あなたは、この患者さんの
感染経路をどう考えますか。可能性が高いと思われるものを選んでください。

(複数回答可) 1. 母子感染 2. 集団予防接種(3 歳迄)での注射針の連続使用
3. 覚醒剤の回し打ち 4. 性交渉 5. わからない 「集団予防接種」

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

図13
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B型慢性肝炎患者の感染経路の可能性に
関する設問に対する正解率（正解2つのうち
の選択肢１と２の両方ともに選択、）を算出
すると、看護師19.0％、医師18.4％、薬剤
師14.5％、検査技師20.0％、放射線技師
18.6％、事務職員23.3％、看護学校1年

11.5％、看護学校2年10.3％、看護学校3年
8.8％、看護学校4年以上7.3％、医学部1年
5.9％、医学部2年8.4％、医学部3年5.2％、
医学部4年6.8％、医学部5年3.2％、医学部
6年以上4.3％、研修医2.9％であった（図
14）。 

ウイルス肝炎患者への対応（外来、診察室
への呼び出し）に関する設問に対する正解
率を算出すると、看護師98.7％、医師
99.6％、薬剤師99.8％、検査技師99.7％、
放射線技師99.7％、事務職員97.2％、看護
学校1年94.1％、看護学校2年96.1％、看護

学校3年96.3％、看護学校4年以上95.8％、
医学部1年90.3％、医学部2年90.2％、医学
部3年95.4％、医学部4年95.8％、医学部5
年96.4％、医学部6年以上98.4％、研修医
100％であった（図15）。

 

B 型慢性肝炎と診断された 52 歳男性が来院されました。あなたは、この患者さんの
感染経路をどう考えますか。可能性が高いと思われるものを選んでください。

(複数回答可) 1. 母子感染 2. 集団予防接種(3 歳迄)での注射針の連続使用
3. 覚醒剤の回し打ち 4. 性交渉 5. わからない「母子感染」と「集団予防接種」の完答
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解
率

医学部生・研修医看護学生

図14
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看護師Ｘさんは、「B型（C型）肝炎のＹさん、こちらへどうぞ。」
と大きな声で診察室まで案内した。
正解：「適切でない」
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医学部生・研修医看護学生

図15
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ウイルス肝炎患者への対応（病室内）に関
する設問に対する正解率を算出すると、看
護師98.1％、医師99.1％、薬剤師99.4％、
検査技師98.3％、放射線技師96.2％、事務
職員95.1％、看護学校1年88.7％、看護学校

2年91.6％、看護学校3年93.7％、看護学校
4年以上92.4％、医学部1年80.9％、医学部
2年85.0％、医学部3年90.0％、医学部4年
92.4％、医学部5年92.9％、医学部6年以上
94.7％、研修医94.1％であった（図16）。 

 

ウイルス肝炎患者への対応（食器と入浴）
に関する設問に対する正解率を算出すると、
看護師85.1％、医師95.1％、薬剤師91.0％、
検査技師86.9％、放射線技師76.8％、事務
職員59.3％、看護学校1年37.6％、看護学校

2年52.0％、看護学校3年62.3％、看護学校
4年以上61.1％、医学部1年27.4％、医学部
2年41.8％、医学部3年58.4％、医学部4年
73.7％、医学部5年82.6％、医学部6年以上
92.0％、研修医94.1％であった（図17）。 

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

看護師Ｘさんは、同室の患者に対し、Ｙさんがウイルス性
肝炎患者であるから感染に気をつけるように伝えるとともに、皆に

わかるように貼り紙で注意喚起した。
正解：「適切でない」

図16
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看護師Xさんは、Yさんの入院時の注意として、
食器は他の患者とは別の使い捨てのものを使用させ、

入浴はシャワーのみで最後に使用させるように申し送りをした。
正解：「適切でない」
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医学部生・研修医看護学生

図17
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B型肝炎感染予防に関する設問に対する
正解率を算出すると、看護師89.5％、医師
95.7％、薬剤師96.4％、検査技師95.7％、
放射線技師92.5％、事務職員74.2％、看護
学校1年84.4％、看護学校2年86.9％、看護

学校3年86.6％、看護学校4年以上90.5％、
医学部1年79.9％、医学部2年82.6％、医学
部3年90.6％、医学部4年93.2％、医学部5
年95.4％、医学部6年以上94.9％、研修医
100％であった（図18）。 

 

C型慢性肝炎患者への歯科医の対応に関
する設問に対する正解率を算出すると、看
護師86.9％、医師94.3％、薬剤師87.5％、
検査技師88.6％、放射線技師82.2％、事務
職員66.3％、看護学校1年50.2％、看護学校

2年64.2％、看護学校3年75.3％、看護学校
4年以上74.0％、医学部1年38.8％、医学部
2年54.4％、医学部3年72.1％、医学部4年
76.5％、医学部5年75.1％、医学部6年以上
89.8％、研修医85.3％であった（図19）。 

 

正
解
率

医学部生・研修医看護学生

看護師Xさんは、臨床現場に出る前に、
B型肝炎の予防接種を受けた。
正解：「適切である」

図18
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歯科医 X さんは、他の患者に感染させないようにするため、C型慢
性肝炎の患者さんに対して、肝炎ウイルスの感染力が無いという証

明書を持ってくるまで治療しないと伝えた。
正解：「適切でない」
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医学部生・研修医看護学生

図19
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肝炎患者からの相談への看護師の対応に
関する設問に対する正解率を算出すると、
看護師96.7％、医師98.7％、薬剤師98.8％、
検査技師96.9％、放射線技師95.7％、事務
職員93.1％、看護学校1年84.9％、看護学校

2年89.8％、看護学校3年91.0％、看護学校
4年以上92.7％、医学部1年73.8％、医学部
2年79.8％、医学部3年92.2％、医学部4年
90.4％、医学部5年87.9％、医学部6年以上
94.7％、研修医97.1％であった（図20）。 

 

C型肝炎ウイルス排除後の患者からの相
談への看護師の対応に関する設問に対する
正解率を算出すると、看護師80.4％、医師
87.6％、薬剤師87.5％、検査技師83.4％、
放射線技師70.6％、事務職員64.4％、看護
学校1年65.0％、看護学校2年68.0％、看護

学校3年67.6％、看護学校4年以上72.5％、
医学部1年56.3％、医学部2年67.6％、医学
部3年80.5％、医学部4年77.6％、医学部5
年82.2％、医学部6年以上88.8％、研修医
85.3％であった（図21）。 

 

看護師 X さんは、医療従事者は、病気を治すことが仕事であるから、
医療費の助成制度や特別措置法の救済対象であるかどうかなど患者を支援する制度
については知る必要もなく、患者に対して伝えることもしなくて良いと考え、
肝炎患者からの相談を受け付けていない。 正解：「適切でない」

正
解
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医学部生・研修医看護学生

看護師Xさんは、「ウイルスを排除しても検査をする
必要があるので定期的に通院してください。」と答えた。

正解：「適切である」
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3. 肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウム 
肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウムを2018年度
は、6月に福岡で、8月に札幌で、10月に大
阪で、12月に東京で開催した。 

2019年度は、5月に沖縄で、6月に広島で、
8月に仙台で、2020年2月に佐賀で開催した。 
毎回70名前後の参加者があり、ウイルス
肝炎患者のあり方、偏見差別の問題につい
て参加者と共に議論をおこなった（図22-
25）。 
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歯科診療における外来環（歯科外来診療
環境体制加算）制度、病院受診時の告知の問
題、感染性医療廃棄物の扱い、職場での肝炎
検診における問題などをテーマとして、参
加者と共に討論をおこなった。参加者から
は、肝炎患者の偏見差別を減らすための具

体的な方法を見出すことへの期待、このよ
うな公開シンポジウムの開催を引き続きお
こなうことなどの期待が寄せられた。なお、
参加人数に対して、パネリストへの質問率
は、14.1-37.5％、アンケート回収率は、
55.6-81.3％であった。 
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D．考察 
1. 肝疾患患者からの相談事例の解析 
肝疾患患者約6,331人から回収したアン
ケート調査結果から、肝炎に感染している
ことでの差別偏見の頻度は16.3％であるこ
とが明らかになり、B型肝炎＞C型肝炎、女
性＞男性、若年者＞高齢者、と前者において
有意に高頻度であることがわかった。 
また人工知能を用いた解析手法のひとつ
であるデータマイニング解析（決定木法）を
用いて偏見差別に寄与する因子を解析する
と①年齢、②病気の経過年と性別、③病態と
治療経験数と病態などの因子が抽出された。 
偏見差別を受けた544件の事例内容の解
析からは、C型肝炎患者では、感染に関する
差別偏見の頻度が有意に高く、一方、B型肝
炎患者では、社会、家族、結婚、交際、学校、
仕事のカテゴリーに属する偏見差別の頻度
が有意に高いことが明らかとなった。 
 
2. ウイルス肝炎の感染経路及びウイルス
肝炎の感染性についての理解度に関するア
ンケート調査 
看護学生、医学部学生及び病院職員
20347名を対象としてウイルス肝炎の感染
経路及び感染確率に関する理解度を明らか
にする目的で、無記名アンケート調査の結
果を実施した結果、以下の4点のことが明ら
かになった。 
1. B型肝炎は、血液を介して感染し、咳を
することなどでは感染しない、空気感染
しないということに対する理解度は、看
護学生や事務職員では70%台の正解率
であった。一方、看護師、医師、薬剤師、
検査技師など病院職員の中でも国家資
格を有する者の正解率は93.5％以上で
あり、医療従事者として患者に直接かか
わる職種では、B型肝炎の感染経路につ
いて概ね正しく理解されていると考え
られた。 
2. E型肝炎は、E型肝炎ウイルスに汚染さ
れた水や食品を介して経口感染する感

染症である。医師で84.8％、検査技師で
67.1％、薬剤師で60.4％の正解率で、
これらの3職種では比較的高い正解率
であったが、看護師、看護学生では20％
前後の正解率であり、E型肝炎という疾
患そのものが一般的には知られていな
い、正しく理解されていないと考えられ
た。 
3. C型肝炎が食事を介して感染するか否
か、針刺し事故での感染確率、蚊を介し
て感染が成立するかに関する設問では、
いずれも医師において正解率が高い結
果であった。一方、医師以外の職種、特
に看護学生や事務職員ではC型肝炎の
感染確率を過大評価していると考えら
れた。 
4. 医学部学生、看護学生ともに高学年にな
るとともに正解率が上昇したことから、
これらの感染症に関する正しい知識を
学習することで、偏見差別に対する認識
が変化することが期待された。 
 
3. 肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウム 
肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウムを全国8か所
でおこない、直接対話をすることで、有意義
な情報収集と意見交換をおこなうことがで
きた。 
 
E．結論 
1. 肝疾患患者からの相談事例の解析 
肝疾患患者のアンケート調査結果から、
肝炎に感染していることでの差別偏見の頻
度は16.3％である。B型肝炎＞C型肝炎、女
性＞男性、若年者＞高齢者、と前者において
有意に高頻度である。 
偏見差別に寄与する因子を解析すると①
年齢、②病気の経過年と性別、③病態と治療
経験数と病態などの因子が抽出された。 
偏見差別の事例内容の解析からは、C型肝
炎患者では、感染に関する差別偏見の頻度
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が有意に高く、一方、B型肝炎患者では、社
会、家族、結婚、交際、学校、仕事のカテゴ
リーに属する偏見差別の頻度が有意に高い。 
 
2. ウイルス肝炎の感染経路及びウイルス
肝炎の感染性についての理解度に関するア
ンケート調査 
B型肝炎は、血液を介して感染し空気感染
しないということに対する理解度について
は、国家資格を有する者、医療従事者として
患者に直接かかわる職種では、概ね正しく
理解されていると考えられた。E型肝炎とい
う疾患そのものが一般的には知られていな
い、正しく理解されていないと考えられた。 
C型肝炎が食事を介して感染するか否か、針
刺し事故での感染確率、蚊を介して感染が
成立するかに関する理解は、医師以外の職
種では、概ねC型肝炎の感染確率を過大評価
していると考えられた。医学部学生、看護学
生ともに高学年になるとともに正解率が上
昇したことから、これらの感染症に関する
正しい知識を学習することで、偏見差別に
対する認識が変化することが期待された。 
 
3. 肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウム 
肝炎患者のあり方、肝炎患者への偏見差
別を考える公開シンポジウムを全国8か所
でおこない、直接対話をすることで、有意義
な情報収集と意見交換をおこなうことがで
きた。 
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厚生労働行政推進調査事業費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 
総合研究報告書 

肝炎ウイルス感染者の偏見や差別による被害防止への効果的な手法の確立に関する研究  
 

Ｂ型肝炎ウイルス又はＣ型肝炎ウイルスによる肝がん又は重度肝硬変の患者の実態調査 
 

研究代表者 八橋 弘 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター 副院長 
 

研究要旨 
肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の対象となるＢ型肝炎ウイルス又はＣ型
肝炎ウイルスによる肝がん又は重度肝硬変の患者の実態について明らかにする為
に、2012年2月1日～7月31日までの期間に、34施設に通院治療を行っているB
型、C型肝炎ウイルスに起因する慢性肝炎、肝硬変、肝がんの患者及び脂肪肝や
その他の肝疾患の患者6331名を対象とした患者アンケート調査結果の再分析を
おこなった。 
6331名中、B型、C型肝炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者数は349名
（5.5％）と肝がん患者数は558名（8.8％）であり、計907名（14.3％）の背景
因子を解析した。907名の中で、年収が明らかな779名を対象として年収300万
円以下の条件で絞り込むと507名（65.1％＝507/779）が抽出された。 
年収300万円以下が確認されたB型、C型肝炎ウイルスに起因する非代償性肝硬
変患者と肝がん患者を合わせた対象者（507名）の実態は、平均年齢は、70.3歳、
最近1年間の入院回数で３回以上の対象者数（頻度）は76名（15.7％）、最近1
年間の通院回数で週１回以上の対象者数は75名（16.2％）、肝臓病の治療のため
に最近1か月間に支払った医療費総額で5万円以上の対象者数は44名（9.6％）、
肝臓病の治療のために最近1年間に支払った医療費の総額で100万円以上の対象
者数は9名（2.0％）で、10万円未満の対象者数193名（43.2％）、医療保険の種
類について国民健康保険の対象者数（頻度）は、272名（61.3％）、年金の受給
者の対象者数（頻度）は、416名（85.4％）、生活保護受給者数（頻度）は36名
（7.1％）、肝機能障害による身体障害者手帳の取得者数は14名（2.8％）、生活
保護受給者ないし肝機能障害による身体障害者手帳の取得者の人数（頻度）は50
名（9.9％）、現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じているかを５つの
カテゴリーに区分して尋ねたところ、大変苦しい78名（15.7％）、やや苦しい
176名（35.3％）、普通228名（45.8％）、ややゆとり15名（3.0％）、大変ゆ
とり1名（0.2％）の人数（頻度）であった。 
我が国のB型、C型肝炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者数と肝がん患
者数を 145714 名と仮定して、①年収 300 万円以下であること、②入院回数で
３回以上、これらの 2 つの条件を満たす者の頻度を 8.4％として算出すると
12239 名の患者が、今回の事業での公費負担対象と考えられた。 
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Ａ．背景と目的 
平成３０年１２月から、B 型・Ｃ型肝炎ウイ
ルスに起因する肝がん・重度肝硬変患者の特徴
を踏まえ、患者の医療費の負担の軽減を図りつ
つ、患者からの臨床データを収集し、肝がん・重
度肝硬変の予後の改善や生活の質の向上、肝が
んの再発の抑制などを目指した、肝がん・重度
肝硬変治療にかかるガイドラインの作成など、
肝がん・重度肝硬変の治療研究を促進するため
の肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業が開始
された。本事業はＢ型肝炎ウイルスまたはＣ型肝
炎ウイルスによる肝がん・重度肝硬変の患者の医
療費の自己負担軽減を図りつつ、最適な治療を選
択できるようにするための研究を促進する仕組み
を構築することを目的としている。 
給付対象となる医療としては、肝がん・重度
肝硬変入院関係医療のうち、当該医療の行われ
た月以前の１２月以内に、保険医療機関におい
て肝がん・重度肝硬変入院関係医療を受けた月
数が既に３月以上（連続した３か月でなくても
可）の場合に、４月目以降に都道府県知事が指
定する指定医療機関に入院して高額療養費の算
定基準額を超えた月に係る医療費に対し、公費
負担がおこなわれる。 
対象患者の要件は、 
① Ｂ型肝炎ウイルス又はＣ型肝炎ウイルスに
よる肝がん又は重度肝硬変の患者、 
② 医療保険各法に規定する被保険者又は被扶
養者並びに高齢者の医療の確保に関する法
律の規定による被保険者 
③ 世帯年収が約３７０万円以下 
④ 研究班への臨床情報提供に同意（臨床調査
個人票及び同意書を提出） 
⑤ 医療の給付を受けようとする日の属する月
以前の１２月以内に、保険医療機関におい
て肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療
養費が支給されるものに限る。）を受けた月
数が既に３月以上（連続した３か月でなく
ても可）ある 

とされている。 

本研究班では、肝がん・重度肝硬変治療研究
促進事業の対象となるＢ型肝炎ウイルス又はＣ
型肝炎ウイルスによる肝がん又は重度肝硬変の患
者の実態について明らかにする為に、過去におこ
なった患者アンケート調査結果の再分析をおこな
った。 
 
Ｂ．方法 
病態別の患者の実態把握のための調査および
肝炎患者の病態に即した相談に対応できる相談
員育成のための研修プログラム策定に関する研
究班では、2012年2月1日～7月31日までの期間、
国立病院機構病院及ぶ国際医療センター病院
34施設に通院治療を行っているB型、C型肝炎ウ
イルスに起因する慢性肝炎、肝硬変、肝がんの
患者及び脂肪肝やその他の肝疾患の患者を合わ
せた9,952名に患者アンケートを配布し、その
うち6,331名から郵送でアンケートを回収した。
下記の3点に注目して集計をおこない解析した。
なお、主な解析は、トータルナレッジ（Total 
Knowledge Inc.）社に委託した。 
1. B型、C型肝炎ウイルスに起因する非代償性
肝硬変患者と肝がん患者のそれぞれの実態 
回収された6331名のアンケート調査の中か
ら、B型、C型肝炎ウイルスに起因する非代償性
肝硬変患者の349名（5.5％）と肝がん患者558
名（8.8％）の計907名（14.3％）について再解
析をおこなった（図１）。非代償性肝硬変患者の
基準は、アンケート内容の下記のD-1からD-6の
6項目のうちひとつでも合致した場合とした。 
D-1 吐血したことがある。 
D-2 食道静脈瘤に対する内視鏡（胃カメラ）
治療を受けたことがある。 
D-3 肝硬変が原因でお腹に水（腹水）が溜ま
っている 
D-4腹水を針を刺して抜き取ったことがある。 
D-5 肝性脳症で、意識をなくしたことがある。 
D-6 足元がふらついて一人で歩けない。 
 



－21－ 

 

2. 年収300万円以下が確認されたB型、C型肝
炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者と肝
がん患者のそれぞれの実態 
更に B 型、C 型肝炎ウイルスに起因する非代
償性肝硬変患者 349 名と肝がん患者 558 名の

中から年収300万円以下が確認された対象につ
いても、それぞれ分析をおこなった。年収 300
万円以下が確認された対象者数は、非代償性肝
硬変患者数は 198 名、肝がん患者数は 309 名
である（表 1）。 

 

3. 年収300万円以下が確認されたB型、C型肝
炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者と肝
がん患者を合わせた対象者の実態 
年収 300万円以下が確認されたB型、C型肝

炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者 198
名と肝がん患者数 309 名を合わせた 507 名の
実態について分析をおこなった。 
 

表 1.解析対象患者の選択（2） 
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Ｃ．結果 
1. B型、C型肝炎ウイルスに起因する非代償性
肝硬変患者と肝がん患者のそれぞれの実態 

 非代償性肝硬変患者（N=349）と肝がん患者
（N=558）の平均年齢は、それぞれ66.8歳と
71.0歳であった（図2）（図３）（図4）。 

 

 

 

A-2 あなたの出生年月を教えてください（→平均年齢）

図2.平均年齢
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変 総計

平均年齢

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

５０歳未満 270 194 8 1 9 12 23 1 16 508
５０～６５歳 317 720 64 57 121 83 111 13 85 1352
６５～７５歳 166 852 128 84 212 72 127 31 112 1429
７５歳以上 33 497 133 75 208 73 85 42 50 896
無回答 0 0 4 4 8 5 3 0 0 16 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 4185 99.6
平均年齢 54.2 65.4 71.1 70.8 71.0 67.6 66.8 73.5 66.4 64.3

A-2 あなたの出生年月を教えてください（→年代分布）

図3.年代分布

270

194

8 1 9 12 23 1 16

317

720

64 57

121
83

111

13

85

166

852

128
84

212

72
127

31

112

33

497

133
75

208

73 85
42 50

0 0 4 4 8 5 3 0 0
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上 無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

５０歳未満 270 194 8 1 9 12 23 1 16 508
５０～６５歳 317 720 64 57 121 83 111 13 85 1352
６５～７５歳 166 852 128 84 212 72 127 31 112 1429
７５歳以上 33 497 133 75 208 73 85 42 50 896
無回答 0 0 4 4 8 5 3 0 0 16 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 4185 99.6
平均年齢 54.2 65.4 71.1 70.8 71.0 67.6 66.8 73.5 66.4 64.3

P値 ＨＢ ＨＣ 代償HCC 非代償HCC HCC 代償LC 非代償LC 他肝がん 他肝硬変
ＨＢ ＨＢ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
ＨＣ 0.0000 ＨＣ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0029 0.5170 0.0000 0.2488
代償HCC 0.0000 0.0000 代償HCC 0.0752 0.6446 0.0001 0.0000 0.5478 0.0000
非代償HCC 0.0000 0.0000 0.0752 非代償HCC 0.3764 0.0021 0.0001 0.0439 0.0000
HCC 0.0000 0.0000 0.6446 0.3764 HCC 0.0000 0.0000 0.2413 0.0000
代償LC 0.0000 0.0029 0.0001 0.0021 0.0000 代償LC 0.2063 0.0004 0.0055
非代償LC 0.0000 0.5170 0.0000 0.0001 0.0000 0.2063 非代償LC 0.0000 0.3241
他肝がん 0.0000 0.0000 0.5478 0.0439 0.2413 0.0004 0.0000 他肝がん 0.0000
他肝硬変 0.0000 0.2488 0.0000 0.0000 0.0000 0.0055 0.3241 0.0000 他肝硬変

度数
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最近1年間の入院回数で３回以上の対象者数
（頻度）は、非代償性肝硬変患者で27名（7.7％）、
肝がん患者で106名（19.0％）であった（図5）
（図6）。 

最近1年間の通院回数で週１回以上の対象者
数（頻度）は、非代償性肝硬変患者で53名
（15.2％）、肝がん患者で63名（11.3％）であ
った（図7）（図8）。 

 

A-2 あなたの出生年月を教えてください（→年代構成比）

図4.年齢構成比
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変
５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上 無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

５０歳未満 34.4 8.6 2.4 0.5 1.6 4.9 6.6 6.6 6.6 508
５０～６５歳 40.3 31.8 19.0 25.8 21.7 33.9 31.8 31.8 31.8 1352
６５～７５歳 21.1 37.6 38.0 38.0 38.0 29.4 36.4 36.4 36.4 1429
７５歳以上 4.2 22.0 39.5 33.9 37.3 29.8 24.4 24.4 24.4 896
無回答 0.0 0.0 1.2 1.8 1.4 2.0 0.9 0.9 0.9 16 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 4185 99.6
平均年齢 54.2 65.4 71.1 70.8 71.0 67.6 66.8 73.5 66.4 64.3

％

B-4-1 最近１年間で、何回入院しましたか（→入院回数分布）

図5.入院回数分布
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

1 入院なし 2 1回 3 2回 4 3回以上 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 入院なし 652 1592 109 46 155 172 186 26 142 2757
2 1回 66 364 89 63 152 37 71 24 69 690
3 2回 10 98 67 56 123 14 44 19 14 289
4 3回以上 6 21 58 48 106 7 27 13 11 167
不明・無回答 52 188 14 8 22 15 21 5 27 298 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3903 92.9

P値 ＨＢ ＨＣ 代償HCC 非代償HCC HCC 代償LC 非代償LC 他肝がん 他肝硬変
ＨＢ ＨＢ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
ＨＣ 0.0000 ＨＣ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0591 0.0000 0.0000 0.0000
代償HCC 0.0000 0.0000 代償HCC 0.0186 0.5052 0.0000 0.0000 0.9232 0.0000
非代償HCC 0.0000 0.0000 0.0186 非代償HCC 0.2110 0.0000 0.0000 0.2718 0.0000
HCC 0.0000 0.0000 0.5052 0.2110 HCC 0.0000 0.0000 0.8619 0.0000
代償LC 0.0000 0.0591 0.0000 0.0000 0.0000 代償LC 0.0001 0.0000 0.0035
非代償LC 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0001 非代償LC 0.0004 0.0031
他肝がん 0.0000 0.0000 0.9232 0.2718 0.8619 0.0000 0.0004 他肝がん 0.0000
他肝硬変 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0035 0.0031 0.0000 他肝硬変

度数
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1 入院なし 2 1回 3 2回 4 3回以上 不明・無回答

B-4-1 最近１年間で、何回入院しましたか（→入院回数比率）

図6.入院回数比率
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Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 入院なし 83.0 70.3 32.3 20.8 27.8 70.2 53.3 29.9 54.0 2757
2 1回 8.4 16.1 26.4 28.5 27.2 15.1 20.3 27.6 26.2 690
3 2回 1.3 4.3 19.9 25.3 22.0 5.7 12.6 21.8 5.3 289
4 3回以上 0.8 0.9 17.2 21.7 19.0 2.9 7.7 14.9 4.2 167
不明・無回答 6.6 8.3 4.2 3.6 3.9 6.1 6.0 5.7 10.3 298 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3903 92.9

B-4-2 最近１年間は、どれくらいの通院頻度でしたか（→通院頻度分布）

図7.通院頻度分布
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変
1 週に1回以上 2 ２週に1回 3 １ヶ月に1回 4 ２ヶ月に1回 5 ３ヶ月に1回 6 半年に1回 7 １年に1回 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 週に1回以上 7 362 32 31 63 44 53 3 7 529
2 ２週に1回 9 89 26 20 46 11 27 11 7 182
3 １ヶ月に1回 164 417 117 79 196 56 97 30 91 930
4 ２ヶ月に1回 217 415 58 35 93 41 75 15 71 841
5 ３ヶ月に1回 284 559 72 28 100 60 59 19 65 1062
6 半年に1回 59 226 11 2 13 15 7 4 5 320
7 １年に1回 1 26 1 0 1 0 2 0 0 30
不明・無回答 45 169 20 26 46 18 29 5 17 307 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3894 92.7

P値 ＨＢ ＨＣ 代償HCC 非代償HCC HCC 代償LC 非代償LC 他肝がん 他肝硬変
ＨＢ ＨＢ 0.0000 0.0114 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
ＨＣ 0.0000 ＨＣ 0.0000 0.0000 0.0000 0.1447 0.0000 0.0000 0.0000
代償HCC 0.0114 0.0000 代償HCC 0.0607 0.8418 0.0020 0.0678 0.4135 0.0002
非代償HCC 0.0000 0.0000 0.0607 非代償HCC 0.4469 0.0000 0.1617 0.0084 0.0000
HCC 0.0000 0.0000 0.8418 0.4469 HCC 0.0001 0.1195 0.1327 0.0000
代償LC 0.0000 0.1447 0.0020 0.0000 0.0001 代償LC 0.0059 0.0007 0.0000
非代償LC 0.0000 0.0000 0.0678 0.1617 0.1195 0.0059 非代償LC 0.0118 0.0000
他肝がん 0.0000 0.0000 0.4135 0.0084 0.1327 0.0007 0.0118 他肝がん 0.0054
他肝硬変 0.0000 0.0000 0.0002 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0054 他肝硬変

度数
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肝臓病の治療のために最近1か月間に支払っ
た医療費総額で5万円以上の対象者数（頻度）は、

非代償性肝硬変患者で23名（6.6％）、肝がん患
者で72名（12.9％）であった（図9）（図１0）。 
 

 

 

B-4-2 最近１年間は、どれくらいの通院頻度でしたか（→通院頻度比率）

図8.通院頻度比率
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変
1 週に1回以上 2 ２週に1回 3 １ヶ月に1回 4 ２ヶ月に1回 5 ３ヶ月に1回 6 半年に1回 7 １年に1回 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 週に1回以上 0.9 16.0 9.5 14.0 11.3 18.0 15.2 3.4 2.7 529
2 ２週に1回 1.1 3.9 7.7 9.0 8.2 4.5 7.7 12.6 2.7 182
3 １ヶ月に1回 20.9 18.4 34.7 35.7 35.1 22.9 27.8 34.5 34.6 930
4 ２ヶ月に1回 27.6 18.3 17.2 15.8 16.7 16.7 21.5 17.2 27.0 841
5 ３ヶ月に1回 36.1 24.7 21.4 12.7 17.9 24.5 16.9 21.8 24.7 1062
6 半年に1回 7.5 10.0 3.3 0.9 2.3 6.1 2.0 4.6 1.9 320
7 １年に1回 0.1 1.1 0.3 0.0 0.2 0.0 0.6 0.0 0.0 30
不明・無回答 5.7 7.5 5.9 11.8 8.2 7.3 8.3 5.7 6.5 307 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3894 92.7

％

B-4-3 肝臓病の治療のために、最近１ヶ月間で支払った医療費総額はいくらでしたか
（→ひと月医療費分布）

図9.ひと月医療費分布
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

1 ５千円未満 2 ５千円～１万円 3 １～３万円 4 ３～５万円 5 ５万円以上 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 ５千円未満 117 774 50 22 72 61 45 21 105 1069
2 ５千円～１万円 262 759 87 46 133 83 94 17 63 1331
3 １～３万円 349 400 99 80 179 70 131 22 38 1129
4 ３～５万円 19 52 25 21 46 6 18 4 8 141
5 ５万円以上 10 83 38 34 72 7 23 12 15 195
不明・無回答 29 195 38 18 56 18 38 11 34 336 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3865 92.0

P値 ＨＢ ＨＣ 代償HCC 非代償HCC HCC 代償LC 非代償LC 他肝がん 他肝硬変
ＨＢ ＨＢ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
ＨＣ 0.0000 ＨＣ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0007 0.0000 0.0000 0.0081
代償HCC 0.0000 0.0000 代償HCC 0.0880 0.7340 0.0000 0.0481 0.1978 0.0000
非代償HCC 0.0000 0.0000 0.0880 非代償HCC 0.4761 0.0000 0.0021 0.0142 0.0000
HCC 0.0000 0.0000 0.7340 0.4761 HCC 0.0000 0.0069 0.0638 0.0000
代償LC 0.0000 0.0007 0.0000 0.0000 0.0000 代償LC 0.0001 0.0012 0.0000
非代償LC 0.0000 0.0000 0.0481 0.0021 0.0069 0.0001 非代償LC 0.0058 0.0000
他肝がん 0.0000 0.0000 0.1978 0.0142 0.0638 0.0012 0.0058 他肝がん 0.0034
他肝硬変 0.0000 0.0081 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0034 他肝硬変

度数
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肝臓病の治療のために最近1年間に支払った
医療費の総額で100万円以上の対象者数（頻度）
は、非代償性肝硬変患者で2名（0.6％）、肝が
ん患者で16名（2.9％）であった（図１1）（図
１2）。 

最近1年間に支払った医療費の総額で10万円
未満の対象者数（頻度）は、非代償性肝硬変患者
で150名（43.0％）、肝がん患者で160名（28.7％）
であった（図１1）（図１2）。

 

B-4-3 肝臓病の治療のために、最近１ヶ月間で支払った医療費総額はいくらでしたか
（→ひと月医療費構成比率）

図10.ひと月医療費構成比率
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 ５千円未満 14.9 34.2 14.8 10.0 12.9 24.9 12.9 24.1 39.9 1069
2 ５千円～１万円 33.3 33.5 25.8 20.8 23.8 33.9 26.9 19.5 24.0 1331
3 １～３万円 44.4 17.7 29.4 36.2 32.1 28.6 37.5 25.3 14.4 1129
4 ３～５万円 2.4 2.3 7.4 9.5 8.2 2.4 5.2 4.6 3.0 141
5 ５万円以上 1.3 3.7 11.3 15.4 12.9 2.9 6.6 13.8 5.7 195
不明・無回答 3.7 8.6 11.3 8.1 10.0 7.3 10.9 12.6 12.9 336 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3865 92.0

％

1 ５千円未満 2 ５千円～１万円 3 １～３万円 4 ３～５万円 5 ５万円以上 不明・無回答

B-4-4 肝臓病の治療のために、最近１年間で支払った医療費の総額はいくらですか
（→１年医療費分布）

図11.1年医療費分布
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変
1 10万円未満 2 10～20万円未満 3 20～30万円未満 4 30～50万円未満 5 50～100万円未満 6 100万円以上 不明・無回答

P値 ＨＢ ＨＣ 代償HCC 非代償HCC HCC 代償LC 非代償LC 他肝がん 他肝硬変
ＨＢ ＨＢ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0001 0.0000 0.0000 0.0000
ＨＣ 0.0000 ＨＣ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0178 0.0000 0.0000 0.0001
代償HCC 0.0000 0.0000 代償HCC 0.0122 0.5667 0.0000 0.0028 0.2209 0.0000
非代償HCC 0.0000 0.0000 0.0122 非代償HCC 0.3137 0.0000 0.0000 0.1647 0.0000
HCC 0.0000 0.0000 0.5667 0.3137 HCC 0.0000 0.0000 0.2734 0.0000
代償LC 0.0001 0.0178 0.0000 0.0000 0.0000 代償LC 0.0728 0.0004 0.3063
非代償LC 0.0000 0.0000 0.0028 0.0000 0.0000 0.0728 非代償LC 0.0179 0.0089
他肝がん 0.0000 0.0000 0.2209 0.1647 0.2734 0.0004 0.0179 他肝がん 0.0003
他肝硬変 0.0000 0.0001 0.0000 0.0000 0.0000 0.3063 0.0089 0.0003 他肝硬変

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 10万円未満 476 1426 106 54 160 131 150 31 136 2343
2 10～20万円未満 210 365 84 43 127 53 80 17 41 835
3 20～30万円未満 43 100 47 36 83 16 29 7 11 271
4 30～50万円未満 9 65 25 34 59 11 33 9 14 177
5 50～100万円未満 2 30 21 20 41 6 13 7 12 92
6 100万円以上 0 4 8 8 16 1 2 5 0 23
不明・無回答 46 273 46 26 72 27 42 11 49 460 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3741 89.1

度数
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加入している医療保険の種類について国民健
康保険の対象者数（頻度）は、非代償性肝硬変患
者で178名（51.0％）、肝がん患者で256名
（45.9％）であった（図１3）（図１4）。 

年金の受給者の対象者数（頻度）は、非代償性
肝硬変患者で241名（69.1％）、肝がん患者で
450名（80.6%）であった（図１5）（図１6）。 
 

 

 

B-4-4 肝臓病の治療のために、最近１年間で支払った医療費の総額はいくらですか
（→１年医療費構成比率）

図12.1年医療費構成比率
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

1 10万円未満 2 10～20万円未満 3 20～30万円未満 4 30～50万円未満 5 50～100万円未満 6 100万円以上 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 10万円未満 60.6 63.0 31.5 24.4 28.7 53.5 43.0 35.6 51.7 2343
2 10～20万円未満 26.7 16.1 24.9 19.5 22.8 21.6 22.9 19.5 15.6 835
3 20～30万円未満 5.5 4.4 13.9 16.3 14.9 6.5 8.3 8.0 4.2 271
4 30～50万円未満 1.1 2.9 7.4 15.4 10.6 4.5 9.5 10.3 5.3 177
5 50～100万円未満 0.3 1.3 6.2 9.0 7.3 2.4 3.7 8.0 4.6 92
6 100万円以上 0.0 0.2 2.4 3.6 2.9 0.4 0.6 5.7 0.0 23
不明・無回答 5.9 12.1 13.6 11.8 12.9 11.0 12.0 12.6 18.6 460 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3741 89.1

％

F-16 あなたの加入している医療保険はどれですか（→医療保険種別分布）

図13.医療保険種別分布
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

1 国民健康保険 2 被雇用者保険 3 後期高齢者 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 国民健康保険 323 1140 147 109 256 123 178 41 139 2020
2 被雇用者保険 399 558 53 36 89 45 73 9 46 1164
3 後期高齢者 18 322 96 47 143 41 58 30 42 582
不明・無回答 46 243 41 29 70 36 40 7 36 435 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 3766 89.6

度数P値 ＨＢ ＨＣ 代償HCC 非代償HCC HCC 代償LC 非代償LC 他肝がん 他肝硬変
ＨＢ ＨＢ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
ＨＣ 0.0000 ＨＣ 0.0000 0.0019 0.0000 0.1057 0.2274 0.0000 0.0508
代償HCC 0.0000 0.0000 代償HCC 0.1589 0.6344 0.0057 0.0005 0.3312 0.0014
非代償HCC 0.0000 0.0019 0.1589 非代償HCC 0.4381 0.4723 0.2103 0.0650 0.3336
HCC 0.0000 0.0000 0.6344 0.4381 HCC 0.0258 0.0023 0.1816 0.0077
代償LC 0.0000 0.1057 0.0057 0.4723 0.0258 代償LC 0.8523 0.0043 0.8766
非代償LC 0.0000 0.2274 0.0005 0.2103 0.0023 0.8523 非代償LC 0.0008 0.6289
他肝がん 0.0000 0.0000 0.3312 0.0650 0.1816 0.0043 0.0008 他肝がん 0.0023
他肝硬変 0.0000 0.0508 0.0014 0.3336 0.0077 0.8766 0.6289 0.0023 他肝硬変
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F-16 あなたの加入している医療保険はどれですか（→医療保険種別比率）

図14.医療保険種別比率
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変その他肝がん その他肝硬変

1 国民健康保険 2 被雇用者保険 3 後期高齢者 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 国民健康保険 41.1 50.4 43.6 49.3 45.9 50.2 51.0 47.1 52.9 557
2 被雇用者保険 50.8 24.7 15.7 16.3 15.9 18.4 20.9 10.3 17.5 207
3 後期高齢者 2.3 14.2 28.5 21.3 25.6 16.7 16.6 34.5 16.0 242
不明・無回答 5.9 10.7 12.2 13.1 12.5 14.7 11.5 8.0 13.7 146 有効回答 %
総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 4055 96.5

％

F-17 年金を受給されていますか（→年金受給有無度数）

図15.年金受給有無度数
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

1 はい 2 いいえ 不明・無回答

度数P値 ＨＢ ＨＣ 代償HCC 非代償HCC HCC 代償LC 非代償LC 他肝がん 他肝硬変
ＨＢ ＨＢ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
ＨＣ 0.0000 ＨＣ 0.0000 0.0002 0.0000 0.1960 0.6180 0.0000 0.1243
代償HCC 0.0000 0.0000 代償HCC 0.2253 0.5542 0.0009 0.0000 0.4756 0.0008
非代償HCC 0.0000 0.0002 0.2253 非代償HCC 0.4449 0.0667 0.0061 0.1181 0.0725
HCC 0.0000 0.0000 0.5542 0.4449 HCC 0.0016 0.0000 0.2548 0.0022
代償LC 0.0000 0.1960 0.0009 0.0667 0.0016 代償LC 0.5024 0.0033 0.9168
非代償LC 0.0000 0.6180 0.0000 0.0061 0.0000 0.5024 非代償LC 0.0004 0.3989
他肝がん 0.0000 0.0000 0.4756 0.1181 0.2548 0.0033 0.0004 他肝がん 0.0037
他肝硬変 0.0000 0.1243 0.0008 0.0725 0.0022 0.9168 0.3989 0.0037 他肝硬変

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 はい 289 1526 275 175 450 170 241 76 186 2676
2 いいえ 480 655 45 39 84 59 97 9 63 1375
不明・無回答 17 82 17 7 24 16 11 2 14 150 有効回答 %

総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 4051 96.4
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2. 年収300万円以下が確認されたB型、C型肝
炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者と肝
がん患者のそれぞれの実態 
 年収300万円以下が確認されたB型、C型肝炎

ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者
（N=198）と肝がん患者（N=309）の平均年齢
は、それぞれ68.5歳と71.5歳であった（図１7）
（図１8）（図１9）。 

 

F-17 年金を受給されていますか（→年金受給有無比率）

％

図16.年金受給有無比率
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Ｂ型慢性肝炎 Ｃ型慢性肝炎 代償性肝がん 非代償性肝がん 肝がん 代償性肝硬変 非代償性肝硬変 その他肝がん その他肝硬変

1 はい 2 いいえ 不明・無回答

Ｂ型慢性
肝炎
Ｃ型慢性
肝炎

代償性
肝がん

非代償性
肝がん

肝がん 代償性
肝硬変

非代償性
肝硬変

その他
肝がん

その他
肝硬変

総計

1 はい 36.8 67.4 81.6 79.2 80.6 69.4 69.1 87.4 70.7 861
2 いいえ 61.1 28.9 13.4 17.6 15.1 24.1 27.8 10.3 24.0 240
不明・無回答 2.2 3.6 5.0 3.2 4.3 6.5 3.2 2.3 5.3 51 有効回答 %

総計 786 2263 337 221 558 245 349 87 263 4201 4150 98.8

図17.平均年齢
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

５０歳未満 6 2 0 8 5 4 25
５０～６５歳 51 37 21 52 28 13 202
６５～７５歳 135 43 4 87 22 6 297
７５歳以上 115 52 13 49 18 4 251
無回答 2 0 0 2 0 0 4 有効回答 %

総計 309 134 38 198 73 27 779 775 99.5

平均年齢 71.5 70.0 68.4 68.5 65.8 60.7 69.4
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A-2 あなたの出生年月を教えてください（→年代分布）

図18.年代分布
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５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上 無回答

度数

P値 肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償① 非代償② 非代償③
肝がん① 肝がん① 0.0263 0.0000 0.0036 0.0001 0.0000
肝がん② 0.0263 肝がん② 0.0045 0.0210 0.0349 0.0011
肝がん③ 0.0000 0.0045 肝がん③ 0.0001 0.0256 0.0226
非代償① 0.0036 0.0210 0.0001 非代償① 0.1006 0.0062
非代償② 0.0001 0.0349 0.0256 0.1006 非代償② 0.3776
非代償③ 0.0000 0.0011 0.0226 0.0062 0.3776 非代償③

87

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

５０歳未満 6 2 0 8 5 4 25
５０～６５歳 51 37 21 52 28 13 202
６５～７５歳 135 43 4 87 22 6 297
７５歳以上 115 52 13 49 18 4 251
無回答 2 0 0 2 0 0 4 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 775 99.5
平均年齢 71.5 70.0 68.4 68.5 65.8 60.7 69.4

A-2 あなたの出生年月を教えてください（→年代構成比）

図19.年齢構成比
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変② 非代償性肝硬変③
５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上 無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

５０歳未満 1.9 1.5 0.0 4.0 6.8 14.8 25
５０～６５歳 16.5 27.6 55.3 26.3 38.4 48.1 202
６５～７５歳 43.7 32.1 10.5 43.9 30.1 22.2 297
７５歳以上 37.2 38.8 34.2 24.7 24.7 14.8 251
無回答 0.6 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 4 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 775 99.5
平均年齢 71.5 70.0 68.4 68.5 65.8 60.7 69.4
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上記同対象者で、最近1年間の入院回数で３回
以上の対象者数（頻度）は、非代償性肝硬変患者
で17名（8.6％）、肝がん患者で59名（19.1％）
であった（図20）（図21）。 

上記同対象者で、最近1年間の通院回数で週１
回以上の対象者数（頻度）は、非代償性肝硬変患
者で32名（16.2％）、肝がん患者で43名（13.9％）
であった（図22）（図23）。 

 

 

B-4-1 最近１年間で、何回入院しましたか（→入院回数分布）

図20.入院回数分布
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変② 非代償性肝硬変③
1 入院なし 2 1回 3 2回 4 3回以上 不明・無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

1 入院なし 86 42 14 106 44 16 308
2 1回 85 37 9 37 14 6 188
3 2回 68 25 9 26 8 3 139
4 3回以上 59 29 5 17 3 2 115
不明・無回答 11 1 1 12 4 0 29 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 750 96.3

P値 肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償① 非代償② 非代償③
肝がん① 肝がん① 0.7769 0.6381 0.0000 0.0000 0.0179
肝がん② 0.7769 肝がん② 0.5950 0.0000 0.0000 0.0568
肝がん③ 0.6381 0.5950 肝がん③ 0.1351 0.0369 0.3522
非代償① 0.0000 0.0000 0.1351 非代償① 0.5977 0.9867
非代償② 0.0000 0.0000 0.0369 0.5977 非代償② 0.8988
非代償③ 0.0179 0.0568 0.3522 0.9867 0.8988 非代償③

B-4-1 最近１年間で、何回入院しましたか（→入院回数比率）

図21.入院回数比率
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1 入院なし 2 1回 3 2回 4 3回以上 不明・無回答

有効回答 %

750 96.3

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

1 入院なし 27.8 31.3 36.8 53.5 60.3 59.3 308

2 1回 27.5 27.6 23.7 18.7 19.2 22.2 188

3 2回 22.0 18.7 23.7 13.1 11.0 11.1 139

4 3回以上 19.1 21.6 13.2 8.6 4.1 7.4 115

不明・無回答 3.6 0.7 2.6 6.1 5.5 0.0 29

総計 309 134 38 198 73 27 779
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B-4-2 最近１年間は、どれくらいの通院頻度でしたか（→通院頻度分布）

図22.通院頻度分布
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変② 非代償性肝硬変③
1 週に1回以上 2 ２週に1回 3 １ヶ月に1回 4 ２ヶ月に1回 5 ３ヶ月に1回 6 半年に1回 7 １年に1回 不明・無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

1 週に1回以上 43 9 4 32 5 5 98
2 ２週に1回 26 9 3 19 2 2 61
3 １ヶ月に1回 107 47 15 48 27 7 251
4 ２ヶ月に1回 46 29 4 39 20 9 147
5 ３ヶ月に1回 53 25 9 37 13 4 141
6 半年に1回 8 2 0 4 1 0 15
7 １年に1回 0 1 0 1 0 0 2
不明・無回答 23 9 3 16 2 0 53 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 726 93.2

度数
P値 肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償① 非代償② 非代償③
肝がん① 肝がん① 0.1207 0.8585 0.2091 0.0651 0.3654
肝がん② 0.1207 肝がん② 0.6714 0.0838 0.9016 0.4568
肝がん③ 0.8585 0.6714 肝がん③ 0.4412 0.2336 0.2004
非代償① 0.2091 0.0838 0.4412 非代償① 0.0522 0.8803
非代償② 0.0651 0.9016 0.2336 0.0522 非代償② 0.3905
非代償③ 0.3654 0.4568 0.2004 0.8803 0.3905 非代償③

B-4-2 最近１年間は、どれくらいの通院頻度でしたか（→通院頻度比率）

図23.通院頻度比率
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変② 非代償性肝硬変③
1 週に1回以上 2 ２週に1回 3 １ヶ月に1回 4 ２ヶ月に1回 5 ３ヶ月に1回 6 半年に1回 7 １年に1回 不明・無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

1 週に1回以上 13.9 6.7 10.5 16.2 6.8 18.5 98
2 ２週に1回 8.4 6.7 7.9 9.6 2.7 7.4 61
3 １ヶ月に1回 34.6 35.1 39.5 24.2 37.0 25.9 251
4 ２ヶ月に1回 14.9 21.6 10.5 19.7 27.4 33.3 147
5 ３ヶ月に1回 17.2 18.7 23.7 18.7 17.8 14.8 141
6 半年に1回 2.6 1.5 0.0 2.0 1.4 0.0 15
7 １年に1回 0.0 0.7 0.0 0.5 0.0 0.0 2
不明・無回答 7.4 6.7 7.9 8.1 2.7 0.0 53 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 726 93.2

％
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上記同対象者で、肝臓病の治療のために最近
1か月間に支払った医療費総額で5万円以上の
対象者数（頻度）は、非代償性肝硬変患者で15

名（7.6％）、肝がん患者で29名（9.4％）であ
った（図24）（図25）。 

 

 

 

B-4-3 肝臓病の治療のために、最近１ヶ月間で支払った医療費総額はいくらでしたか
（→ひと月医療費分布）

図24.ひと月医療費分布
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変② 非代償肝硬変③
1 ５千円未満 2 ５千円～１万円 3 １～３万円 4３～５万円 5 ５万円以上 不明・無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変①
非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③ 総計

1 ５千円未満 45 15 1 33 9 103
2 ５千円～１万円 80 32 7 58 22 7 206
3 １～３万円 99 45 16 62 33 18 273
4 ３～５万円 23 12 7 14 0 0 56
5 ５万円以上 29 26 5 15 4 1 80
不明・無回答 33 4 2 16 5 1 61 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 718 92.2

度数

P値 肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償① 非代償② 非代償③
肝がん① 肝がん① 0.1024 0.0288 0.8729 0.0261 0.0052
肝がん② 0.1024 肝がん② 0.1867 0.0206 0.0017 0.0039
肝がん③ 0.0288 0.1867 肝がん③ 0.0092 0.0006 0.0310
非代償① 0.8729 0.0206 0.0092 非代償① 0.0437 0.0041
非代償② 0.0261 0.0017 0.0006 0.0437 非代償② 0.1326
非代償③ 0.0052 0.0039 0.0310 0.0041 0.1326 非代償③

B-4-3 肝臓病の治療のために、最近１ヶ月間で支払った医療費総額はいくらでしたか
（→ひと月医療費構成比率）

％

図25.ひと月医療費構成比率
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変② 非代償性肝硬変③

1 ５千円未満 2 ５千円～１万円 3 １～３万円 4 ３～５万円 5 ５万円以上 不明・無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

1 ５千円未満 14.6 11.2 2.6 16.7 12.3 0.0 103
2 ５千円～１万円 25.9 23.9 18.4 29.3 30.1 25.9 206
3 １～３万円 32.0 33.6 42.1 31.3 45.2 66.7 273
4 ３～５万円 7.4 9.0 18.4 7.1 0.0 0.0 56
5 ５万円以上 9.4 19.4 13.2 7.6 5.5 3.7 80
不明・無回答 10.7 3.0 5.3 8.1 6.8 3.7 61 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 718 92.2
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上記同対象者で、肝臓病の治療のために最近
1年間に支払った医療費の総額で100万円以上
の対象者数（頻度）は、非代償性肝硬変患者で1
名（0.5％）、肝がん患者で8名（2.6％）であっ
た（図26）（図27）。 

上記同対象者で、最近1年間に支払った医療費
の総額で10万円未満の対象者数（頻度）は、非
代償性肝硬変患者で91名（46.0％）、肝がん患
者で102名（33.0％）であった（図26）（図27）。 

 

 

B-4-4 肝臓病の治療のために、最近１年間で支払った医療費の総額はいくらですか
（→１年医療費分布）

図26.1年医療費分布
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肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変② 非代償性肝硬変③
1 10万円未満 2 10 ～20万円未満 3 20～30万円未満 4 30～50万円未満 5 50 ～100万円未満 6 100万円以上 不明・無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

1 10万円未満 102 38 3 91 37 10 281
2 10～20万円未満 76 40 6 44 17 6 189
3 20～30万円未満 38 24 13 17 5 2 99
4 30～50万円未満 27 15 6 17 5 5 75
5 50～100万円未満 20 11 6 6 3 4 50
6 100万円以上 8 2 2 1 1 0 14
不明・無回答 38 4 2 22 5 0 71 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 708 90.9

P値 肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償① 非代償② 非代償③
肝がん① 肝がん① 0.5271 0.0001 0.0261 0.2462 0.4276
肝がん② 0.5271 肝がん② 0.0046 0.0014 0.0161 0.4122
肝がん③ 0.0001 0.0046 肝がん③ 0.0000 0.0000 0.0156
非代償① 0.0261 0.0014 0.0000 非代償① 0.9193 0.1038
非代償② 0.2462 0.0161 0.0000 0.9193 非代償② 0.2126
非代償③ 0.4276 0.4122 0.0156 0.1038 0.2126 非代償③

B-4-4 肝臓病の治療のために、最近１年間で支払った医療費の総額はいくらですか
（→１年医療費構成比率）

図27.1年医療費構成比率
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1 10万円未満 33.0 28.4 7.9 46.0 50.7 37.0 281
2 10～20万円未満 24.6 29.9 15.8 22.2 23.3 22.2 189
3 20～30万円未満 12.3 17.9 34.2 8.6 6.8 7.4 99
4 30～50万円未満 8.7 11.2 15.8 8.6 6.8 18.5 75
5 50～100万円未満 6.5 8.2 15.8 3.0 4.1 14.8 50
6 100万円以上 2.6 1.5 5.3 0.5 1.4 0.0 14
不明・無回答 12.3 3.0 5.3 11.1 6.8 0.0 71 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 708 90.9

1 10万円未満 2 10 ～20万円未満 3 20～30万円未満 4 30～50万円未満 5 50 ～100万円未満 6 100万円以上 不明・無回答

～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円 ～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円
非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変③

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計
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上記同対象者で、加入している医療保険の種
類について国民健康保険の対象者数（頻度）は、
非代償性肝硬変患者で112名（56.6％）、肝が
ん患者で160名（51.8％）であった（図28）（図
29）。 

上記同対象者で、年金の受給者の対象者数（頻
度）は、非代償性肝硬変患者で150名（75.8%）、
肝がん患者で266名（86.1%）であった（図30）
（図31）。 
 

 

 

F-16 あなたの加入している医療保険はどれですか（→医療保険種別分布）

図28.医療保険種別分布
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1 国民健康保険 2 被雇用者保険 3 後期高齢者 不明・無回答

1 国民健康保険 160 57 11 112 37 6 383
2 被雇用者保険 29 31 14 26 24 17 141
3 後期高齢者 82 34 10 35 10 4 175
不明・無回答 38 12 3 25 2 0 80 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 699 89.7

P値 肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償① 非代償② 非代償③
肝がん① 肝がん① 0.0011 0.0001 0.0467 0.0000 0.0000
肝がん② 0.0011 肝がん② 0.1634 0.0071 0.0741 0.0014
肝がん③ 0.0001 0.1634 肝がん③ 0.0004 0.0836 0.2212
非代償① 0.0467 0.0071 0.0004 非代償① 0.0054 0.0000
非代償② 0.0000 0.0741 0.0836 0.0054 非代償② 0.0156
非代償③ 0.0000 0.0014 0.2212 0.0000 0.0156 非代償③

度数

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変②
～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円 ～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円

非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変③

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

F-16 あなたの加入している医療保険はどれですか（→医療保険種別比率）

図29.医療保険種別比率
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1 国民健康保険 51.8 42.5 28.9 56.6 50.7 22.2 383
2 被雇用者保険 9.4 23.1 36.8 13.1 32.9 63.0 141
3 後期高齢者 26.5 25.4 26.3 17.7 13.7 14.8 175
不明・無回答 12.3 9.0 7.9 12.6 2.7 0.0 80 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 699 89.7
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1 国民健康保険 2 被雇用者保険 3 後期高齢者 不明・無回答

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変②
～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円 ～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円
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総計



－36－ 

 

 

 

 

F-17 年金を受給されていますか（→年金受給有無度数）

図30.年金受給有無度数
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1 はい 266 106 21 150 49 11 603
2 いいえ 30 24 17 41 24 16 152
不明・無回答 13 4 0 7 0 0 24 有効回答 %
総計 309 134 38 198 73 27 779 755 96.9

度数P値 肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償① 非代償② 非代償③
肝がん① 肝がん① 0.0259 0.0000 0.0009 0.0000 0.0000
肝がん② 0.0259 肝がん② 0.0021 0.5725 0.0253 0.0000
肝がん③ 0.0000 0.0021 肝がん③ 0.0041 0.3001 0.3167
非代償① 0.0009 0.5725 0.0041 非代償① 0.0575 0.0001
非代償② 0.0000 0.0253 0.3001 0.0575 非代償② 0.0220
非代償③ 0.0000 0.0000 0.3167 0.0001 0.0220 非代償③

150

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性肝硬変②
～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円 ～３００万円 ３００～６００万円 ６００～１０００万円

非代償性肝硬変① 非代償性肝硬変③

肝がん① 肝がん② 肝がん③ 非代償性
肝硬変①

非代償性
肝硬変②

非代償性
肝硬変③

総計

F-17 年金を受給されていますか（→年金受給有無比率）

図31.年金受給有無度数
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総計
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3. 年収300万円以下が確認されたB型、C型肝
炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者と肝
がん患者を合わせた対象者の実態 
年収 300万円以下が確認されたB型、C型肝
炎ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者 198

名と肝がん患者数 309 名を合わせた 507 名の
実態について分析をおこなった。 
507名の平均年齢は、70.3歳であった（図32）
（図33）。 
 

 

 

A-2 あなたの出生年月を教えてください（→平均年齢）

度数 ％

図32.平均年齢
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助成対象病名 内300万未満

平均年齢

助成対象病名 内300万未満 助成対象病名 内300万未満 300万未満％

５０歳未満 32 14 3.6 2.8 43.8
５０～６５歳 232 103 25.9 20.5 44.4
６５～７５歳 339 222 37.8 44.1 65.5
７５歳以上 293 164 32.7 32.6 56.0
無回答 11 4 36.4
総計 907 507 100.0 100.0 55.9
平均年齢 69.4 70.3

A-2 あなたの出生年月を教えてください（→年代分布）
度数 ％

度数 ％

図33.年代分布

助成対象病名 内300万未満 助成対象病名 内300万未満 300万未満％

５０歳未満 32 14 3.6 2.8 43.8
５０～６５歳 232 103 25.9 20.5 44.4
６５～７５歳 339 222 37.8 44.1 65.5
７５歳以上 293 164 32.7 32.6 56.0
無回答 11 4 36.4
総計 907 507 100.0 100.0 55.9
平均年齢 69.4 70.3

32

232

339

293

1114

103

222

164

4
0

50

100

150

200

250

300

350

400

５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上 無回答

P=0.0523

3.6 

25.9 

37.8 

32.7 

2.8 

20.5 

44.1 

32.6 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上
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507名の中で、最近1年間の入院回数で３回以
上の対象者数（頻度：有効回答数を母数で算出、
以下同じ）は、76名（15.7％）であった（図34）。 

507名の中で、最近1年間の通院回数で週１回
以上の対象者数は75名（16.2％）であった（図
35）。 

 

 

 

B-4-1 最近１年間で、何回入院しましたか（→入院回数分布）

度数 ％

図34.入院回数分布

度数 ％

助成対象病名 内300万未満 助成対象病名 内300万未満 300万未満％

入院なし 341 192 39.5 39.7 56.3
1回 223 122 25.8 25.2 54.7
2回 167 94 19.3 19.4 56.3
3回以上 133 76 15.4 15.7 57.1
不明・無回答 43 23 53.5
総計 907 507 100.0 100.0 55.9
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B-4-2 最近１年間は、どれくらいの通院頻度でしたか（→通院頻度分布）

度数 ％

図35.通院頻度分布
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507名の中で、肝臓病の治療のために最近1か
月間に支払った医療費総額で5万円以上の対象
者数は44名（9.6％）であった（図36）。 
507名の中で、肝臓病の治療のために最近1年

間に支払った医療費の総額で100万円以上の対
象者数は9名（2.0％）で、10万円未満の対象者
数193名（43.2％）であった（図37）。 
 

 

 

B-4-3 肝臓病の治療のために最近１ヶ月間で支払った医療費総額
はいくらでしたか

度数 ％

図36.ひと月医療費総額
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不明・無回答 94 49 52.1
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B-4-4 肝臓病の治療のために、最近１年間で支払った医療費の
総額はいくらですか

度数 ％

図37.1年医療費総額
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507名の中で、医療保険の種類について国民
健康保険の対象者数（頻度）は、272名（61.3％）
であった（図38）。 

507名の中で、年金の受給者の対象者数（頻度）
は、416名（85.4％）であった（図39）。 
 

 

 

 

F-16 あなたの加入している医療保険はどれですか

度数 ％

図38.医療保険
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総計 907 507 100.0 100.0 55.9
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F-17 年金を受給されていますか

度数 ％

図39.年金受給
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507名の中で、生活保護受給者数（頻度）は36
名（7.1％）であった（図40）。 
507名の中で、肝機能障害による身体障害者
手帳の取得者数は14名（2.8％）であった（図

41）。 
507名の中で、生活保護受給者ないし肝機能
障害による身体障害者手帳の取得者の人数（頻
度）は50名（9.9％）であった（図42）。 

 

 

F-15 生活保護は受けていますか

度数 ％

図40.生活保護受給

度数 ％
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D-8 現在、肝機能障害による身体障害者手帳をおもちですか

度数 ％

図41.身体障害者手帳保有者
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507名を対象に、現在の暮らしの状況を総合
的にみて、どう感じているかを５つのカテゴリ
ーに区分して尋ねたところ、大変苦しい78名
（15.7％）、やや苦しい176名（35.3％）、普

通228名（45.8％）、ややゆとり15名（3.0％）、
大変ゆとり1名（0.2％）の人数（頻度）であっ
た（図43）。 

 

F-15+D8 生活保護受給者+身障手帳所有者

度数 ％

図42.生活保護受給者+身体障害者手帳所有者
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A-14 現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか

度数 ％

図43.現在の暮らしの状況

度数 ％

助成対象病名 内300万未満 助成対象病名 内300万未満 300万未満％
大変苦しい 109 78 12.4 15.7 71.6
やや苦しい 240 176 27.3 35.3 73.3
普通 462 228 52.6 45.8 49.4
ややゆとり 62 15 7.1 3.0 24.2
大変ゆとり 6 1 0.7 0.2 16.7
不明・無回答 28 9 32.1
総計 907 507 100.0 100.0 55.9

109

240

462

62

6
28

78

176

228

15 1 9
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとり 大変ゆとり不明・無回答

12.4 

27.3 

52.6 

7.1 

0.7 

15.7 

35.3 

45.8 

3.0 
0.2 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとり 大変ゆとり

P=0.0001

助成対象病名 助成対象病名内300万未満 内300万未満



－43－ 

Ｄ．考察 
平成３０年１２月から肝がん・重度肝硬変治
療研究促進事業が開始され、Ｂ型肝炎ウイルスま
たはＣ型肝炎ウイルスによる肝がん・重度肝硬変
の患者の医療費の自己負担軽減を図りつつ、最適
な治療を選択できるようにするための研究を促進
する仕組みが構築された。一定の基準を満たした
者では、４月目以降に都道府県知事が指定する
指定医療機関に入院して高額療養費の算定基準
額を超えた月に係る医療費に対し公費負担がお
こなわれることになっている。 
しかしながら、本事業が開始されてから1年以上
が経過した時点で、公費負担の対象となる患者が
当初の予定より少ないことが指摘されている。
対象となる患者の実態を明らかにする目的で、
過去に実施した患者アンケート調査結果を用い
て、その患者背景因子とその頻度について再分
析することにした。なお、2012年2月1日～7月
31日までの期間実施された調査であることか
ら、今から8年以上前の状況であることを踏まえ
て、本解析結果は解釈する必要がある。 
また過去に実施したアンケート調査結果であ
ることから、今回の事業での公費負担対象基準
と必ずしも合致しないものの、可能な限り近似
した基準を用いて、その実態を明らかにするこ
ととした。 
6331名中、B型、C型肝炎ウイルスに起因する
非代償性肝硬変患者数は349名（5.5％）と肝が
ん患者数は558名（8.8％）で計907名（14.3％）
であった。907名を背景因子の中で年収が明ら
かな779名の中で年収300万円以下の条件で絞
り込むと507名（65.1％＝507/779）が抽出さ
れた。 
507名の実態をまとめると、平均年齢は、70.3
歳、最近1年間の入院回数で３回以上の対象者数
（頻度）は76名（15.7％）、最近1年間の通院
回数で週１回以上の対象者数は75名（16.2％）、
肝臓病の治療のために最近1か月間に支払った

医療費総額で5万円以上の対象者数は44名
（9.6％）、肝臓病の治療のために最近1年間に
支払った医療費の総額で100万円以上の対象者
数は9名（2.0％）で、10万円未満の対象者数193
名（43.2％）、医療保険の種類について国民健
康保険の対象者数（頻度）は、272名（61.3％）、
年金の受給者の対象者数（頻度）は、416名
（85.4％）、生活保護受給者数（頻度）は36名
（7.1％）、肝機能障害による身体障害者手帳の
取得者数は14名（2.8％）、生活保護受給者ない
し肝機能障害による身体障害者手帳の取得者の
人数（頻度）は50名（9.9％）、現在の暮らしの
状況を総合的にみて、どう感じているかを５つ
のカテゴリーに区分して尋ねたところ、大変苦
しい78名（15.7％）、やや苦しい176名（35.3％）、
普通228名（45.8％）、ややゆとり15名（3.0％）、
大変ゆとり1名（0.2％）の人数（頻度）であっ
た。 
一方、平成28(2016)年度の厚生労働科学研究
費補助金疾病障害対策研究分野肝炎等克服政策
研究、B型・C型肝炎による肝硬変、肝がん患者
における医療費等の実態調査研究班（主任研究
者、伊藤澄信）において、レセプト情報をもとに
算出された2015年度のC型肝炎感染による肝が
ん患者数は80320名、非代償性肝硬変患者数は
35429名、2015年度のB型肝炎感染による肝が
ん患者数は22252名、非代償性肝硬変患者数は
7713名の計145714名と報告されている（図
56）。 
肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業での公
費負担となる者は、既に３月以上（連続した３
か月でなくても可）の場合に、４月目以降に都
道府県知事が指定する指定医療機関に入院して
高額療養費の算定基準額を超えた月に係る医療
費に対し公費負担されることとなっている。 
我が国のB型、C型肝炎ウイルスに起因する非
代償性肝硬変患者数と肝がん患者数を145714
名と仮定した場合、本研究班調査結果によると
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B型、C型肝炎ウイルスに起因する非代償性肝硬
変患者数と肝がん患者で、かつ年収300万円以
下が確認され、かつ入院回数３回以上の患者は
907例中76例で頻度が8.4％であったことから、
この頻度から算出すると12239名の患者が、今
回の事業での公費負担対象と考えられた。なお、
この対象者の中には公費負担対象外である生活
保護受給者ないし肝機能障害による身体障害者
手帳の取得者（本研究調査結果から、その頻度
は9.9％）が含まれることも考慮しなければなら
ない。 
 
Ｅ．結論 
肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の対象
となるＢ型肝炎ウイルス又はＣ型肝炎ウイルスに
よる肝がん又は重度肝硬変の患者の実態について
明らかにする為に、2012年2月1日～7月31日ま
での期間に、34施設に通院治療を行っているB
型、C型肝炎ウイルスに起因する慢性肝炎、肝硬
変、肝がんの患者及び脂肪肝やその他の肝疾患
の患者6331名を対象とした患者アンケート調

査結果の再分析をおこなった。 
6331名中、B型、C型肝炎ウイルスに起因する
非代償性肝硬変患者数は349名（5.5％）と肝が
ん患者数は558名（8.8％）であり、計907名
（14.3％）の背景因子を解析した。907名を背
景因子の中で年収が明らかな779名の中で年収
300万円以下の条件で絞り込むと507名
（65.1％＝507/779）が抽出された。 
年収300万円以下が確認されたB型、C型肝炎
ウイルスに起因する非代償性肝硬変患者と肝が
ん患者を合わせた対象者（507名）の実態は、平
均年齢は、70.3歳、最近1年間の入院回数で３回
以上の対象者数（頻度）は76名（15.7％）、最
近1年間の通院回数で週１回以上の対象者数は
75名（16.2％）、肝臓病の治療のために最近1
か月間に支払った医療費総額で5万円以上の対
象者数は44名（9.6％）、肝臓病の治療のために
最近1年間に支払った医療費の総額で100万円
以上の対象者数は9名（2.0％）で、10万円未満
の対象者数193名（43.2％）、医療保険の種類
について国民健康保険の対象者数（頻度）は、
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272名（61.3％）、年金の受給者の対象者数（頻
度）は、416名（85.4％）、生活保護受給者数
（頻度）は36名（7.1％）、肝機能障害による身
体障害者手帳の取得者数は14名（2.8％）、生活
保護受給者ないし肝機能障害による身体障害者
手帳の取得者の人数（頻度）は50名（9.9％）、
現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じ
ているかを５つのカテゴリーに区分して尋ねた
ところ、大変苦しい78名（15.7％）、やや苦し
い176名（35.3％）、普通228名（45.8％）、

ややゆとり15名（3.0％）、大変ゆとり1名（0.2％）
の人数（頻度）であった。 
我が国のB型、C型肝炎ウイルスに起因する非
代償性肝硬変患者数と肝がん患者数を145714
名と仮定して、①年収300万円以下であること、
②入院回数で３回以上、これらの2つの条件を満
たす者の頻度を8.4％として算出すると12239
名の患者が、今回の事業での公費負担対象と考
えられた。
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（参考資料）（図44～55） 

 

 

 

 

A-2 あなたの出生年月を教えてください（→平均年齢）

図44.平均年齢
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A-2 あなたの出生年月を教えてください（→年代分布）

図45.年代分布

度数 ％

５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上 無回答 ５０歳未満 ５０～６５歳 ６５～７５歳 ７５歳以上

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満
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７５歳以上 293 164 70 17 32.7 32.6 33.8 26.2
無回答 11 4 0 0
総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0
平均年齢 69.4 70.3 68.5 65.2
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B-4-1 最近１年間で、何回入院しましたか（→入院回数分布）

図46.入院回数分布

度数 ％

入院なし 1回 2回 3回以上 不明・無回答 入院なし 1回 2回 3回以上

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

入院なし 341 192 86 30 39.5 39.7 42.6 46.9
1回 223 122 51 15 25.8 25.2 25.2 23.4
2回 167 94 33 12 19.3 19.4 16.3 18.8
3回以上 133 76 32 7 15.4 15.7 15.8 10.9
不明・無回答 43 23 5 1
総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

P=0.6906
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B-4-2 最近１年間は、どれくらいの通院頻度でしたか（→通院頻度分布）

P=0.8486
P=0.0140

図47.通院頻度分布
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116

75

14 9

73
45

11 5

293

155

74

22

168

85
49

13

159

90

38
1320 12 3 0

75
44

17 3
0

50

100

150

200

250

300

350

週に1回以上 ２週に1回 １ヶ月に1回 ２ヶ月に1回
３ヶ月に1回 半年に1回 １年に1回 不明・無回答

13.9 16.2 7.4 14.5 
8.8 9.7 

5.8 
8.1 

35.2 33.5 
38.9 

35.5 

20.2 18.4 25.8 21.0 

19.1 19.4 20.0 21.0 
0.4 0.2 0.5 0.0 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

週に1回以上 ２週に1回 １ヶ月に1回 ２ヶ月に1回
３ヶ月に1回 半年に1回 １年に1回

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

週に1回以上 116 75 14 9 13.9 16.2 7.4 14.5
２週に1回 73 45 11 5 8.8 9.7 5.8 8.1
１ヶ月に1回 293 155 74 22 35.2 33.5 38.9 35.5
２ヶ月に1回 168 85 49 13 20.2 18.4 25.8 21.0
３ヶ月に1回 159 90 38 13 19.1 19.4 20.0 21.0
半年に1回 20 12 3 0 2.4 2.6 1.6 0.0
１年に1回 3 1 1 0 0.4 0.2 0.5 0.0
不明・無回答 75 44 17 3
総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満



－48－ 

 

 

 

 

B-4-3 肝臓病の治療のために最近１ヶ月間で支払った医療費総額
はいくらでしたか

図48.ひと月医療費総額
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５千円未満 ５千円～１万円 １～３万円 ３～５万円 ５万円以上

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

５千円未満 117 78 24 1 14.4 17.0 12.1 1.6
５千円～１万円 227 138 54 14 27.9 30.1 27.3 22.6
１～３万円 310 161 78 34 38.1 35.2 39.4 54.8
３～５万円 64 37 12 7 7.9 8.1 6.1 11.3
５万円以上 95 44 30 6 11.7 9.6 15.2 9.7
不明・無回答 94 49 9 3
総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

B-4-4 肝臓病の治療のために、最近１年間で支払った医療費
の総額はいくらです

図49.1年医療費総額

度数 ％

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

10万円未満 310 193 75 13 39.1 43.2 37.9 20.6
10～20万円未満 207 120 57 12 26.1 26.8 28.8 19.0
20～30万円未満 112 55 29 15 14.1 12.3 14.6 23.8
30～50万円未満 92 44 20 11 11.6 9.8 10.1 17.5
50～100万円未満 54 26 14 10 6.8 5.8 7.1 15.9
100万円以上 18 9 3 2 2.3 2.0 1.5 3.2
不明・無回答 114 60 9 2
総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

P=0.0001
P=0.8093
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助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満
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F-16 あなたの加入している医療保険はどれですか

図50.医療保険

度数 ％

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

国民健康保険 434 272 94 17 54.5 61.3 48.7 27.4

被雇用者保険 162 55 55 31 20.3 12.4 28.5 50.0

後期高齢者 201 117 44 14 25.2 26.4 22.8 22.6

不明・無回答 110 63 14 3

総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0
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F-17 年金を受給されていますか

P=0.0000

P=0.0055

図51.年金受給

度数 ％
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はい 691 416 155 32 79.2 85.4 76.4 49.2

いいえ 181 71 48 33 20.8 14.6 23.6 50.8

不明・無回答 35 20 4 0

総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満
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F-15 生活保護は受けていますか

P=0.0251

P=0.0000

図52.生活保護受給

度数 ％
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助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

受けている 55 36 0 0 6.1 7.1 0.0 0.0

受けていない 852 471 207 65 93.9 92.9 100.0 100.0

総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

D-8 現在、肝機能障害による身体障害者手帳をおもちですか

図53.身体障害者手帳保有者

度数 ％

26 14 4 1

881

493

203

64

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

持っている 持っていない

2.9 2.8 1.9 1.5 

97.1 97.2 98.1 98.5 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

持っている 持っていない

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

持っている 26 14 4 1 2.9 2.8 1.9 1.5

持っていない 881 493 203 64 97.1 97.2 98.1 98.5

総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

P=1.0000

P=0.6094
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F-15+D8 生活保護受給者+身障手帳所有者

P=0.0204

P=0.0001

図54.生活保護受給者+身体障害者手帳所有者
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該当する 81 50 4 1 8.9 9.9 1.9 1.5

該当しない 826 457 203 64 91.1 90.1 98.1 98.5

総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 100.0

助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満 助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

A-14 現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか

図55.現在の暮らしの状況
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助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満助成対象病名 内300万未満 内600万未満 内1000万未満

大変苦しい 109 78 7 3 12.4 15.7 3.4 4.8
やや苦しい 240 176 31 7 27.3 35.3 15.1 11.1
普通 462 228 148 36 52.6 45.8 72.2 57.1
ややゆとり 62 15 18 16 7.1 3.0 8.8 25.4
大変ゆとり 6 1 1 1 0.7 0.2 0.5 1.6
不明・無回答 28 9 2 2
総計 907 507 207 65 100.0 100.0 100.0 7.2
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